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改訂：2019年 2月 3日

Cisco ASR-920-12SZ-IMおよび ASR-920U-12SZ-IMアグ
リゲーションサービスルータクイックスタートガ

イド

CiscoASR-920-12SZ-IMおよびCiscoASR-920U-12SZ-IMは、このドキュメントではまとめてCiscoASR-920-12SZ-IM
ルータと呼びます。ルータ間で相違点がある場合は具体的に記載されています。

（注）

Cisco ASR 920シリーズアグリゲーションサービスルータは、マクロおよびスモールセルネットワークのサービスプ
ロバイダーに共通のネットワークアーキテクチャを提供する、固定構成ルータファミリです。

このルータは、モバイルバックホールサービスのアクセスデバイス（マクロセルサイトルータ（CSR）およびスモー
ルセルルータ（SCR））として機能します。アクセスデバイスとして 1GE/10GE、MPLS、H-QoS、サービス、GPSク
ロッキング、PoEなどの機能を提供するこのルータは、ETSI準拠の奥行300mmのキャビネットに収まります。Unified
MPLS for Mobile Transport（UMMT）および Fixed Mobile Convergence（FMC）ソリューションに簡単に統合できるルー
タです。

概要

次の図は、Cisco ASR 920ルータのポート番号を示しています。
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図 1 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの前面パネル（DC電源を使用する場合）
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図 2 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの前面パネル（AC電源を使用する場合）

アラームポート10電源 0（ACまたは DC）1

8つの銅線ポート（1G PoE）

ポート 0は下部右側、ポート 1は上部右側にあり、以降も
同様です。

（注）

11電源 1（ACまたは DC）2

ToDポート12前面の空気取り入れエリア3

管理ポート13GNSS RF IN（SMAネジ式コネクタ）4

USBメモリポート14DIN1.0/2.3スナップ式コネクタ（10MHZ）5

USBコンソールポート15DIN 1.0/2.3スナップ式コネクタ（1 PPS）6

ゼロタッチプロビジョニングボタン164つの 1G/10G SFP+7

RS232コンソールポート17インターフェイスモジュール8

RS232補助コンソールポート184つの 1G SFP9
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図 3 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの背面図
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次の表に、Cisco ASR-920-12SZ-IM（ACおよび DC）ルータの他の仕様を記載します。

表 1 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータの仕様

ASR-920-12SZ-IM仕様

（17.5 X 9.88 X 1.73インチ）サイズ（幅 X奥行 X高さ）

総重量：4.83 kg

PSUの重量：0.59 kg

ファンの重量：0.33 kg

重量

RU X 1ラックユニット

前面から背面エアーフロー

前面ケーブルアクセスケーブルアクセス

60 Gbps、95 Mppsシステムスループット

電源モジュール

Yes冗長

YesAC

85V AC～ 264V AC、公称 100/240 VAC電圧の範囲

47 Hz～ 63 Hz、公称 50/60 Hz周波数範囲

360 W最大電力

YesDC

-18 VDC～ -32 VDCまたは -40 VDC～ -72 VDC電圧の範囲

-24 VDC/-48 VDC/-60 VDC公称電圧範囲
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ASR-920-12SZ-IM仕様

375 W最大電力

–40º C～ 70º C動作温度

• 4つのアラームのドライ接点入力（ノーマルオープン）

•クリティカル、メジャー、およびマイナーアラームの LEDインジ
ケータ

アラーム

これらの IMモジュールの詳細については、『Cisco ASR 903 Aggregation
Series Router Hardware Installation Guide』を参照してください。

サポートされる IMの詳細については、『Cisco ASR920 Data sheet』を参
照してください。

サポートされるインターフェイスモジュー

ル

•前面または背面レール（19インチまたは 23インチ）

• ETSI 300 mmオープンキャビネット

•壁面取り付け

マウントオプション

12x1Gおよび 4x10G/1Gポートポート設定

4x10G SFP+：ポート [12:15]

4x1G SFP：ポート [8:11]

8x1G PoE RJ45/Cuポート [0:7]

ポート番号付け

ポート 12～ 15はデュアルレートポートコンボポート

リンク/アクティビティ/障害銅線/1G/10Gポート LED

4つの温度センサー温度センサー

1PPS/TOD用の外部ポート1PPS/ToD

Power Over Ethernetを提供PoE

外部 GPSに接続GNSS
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図 4 : Cisco ASR-920-12SZ-IMルータのサイズ

外部インターフェイス

ルータの前面パネルにある外部物理インターフェイスは以下のとおりです。

•ネットワークインターフェイス

•ネットワークタイミングインターフェイス

•外部アラーム入力

•管理インターフェイス

•管理 ENETポート

• RS232コンソールポート

• USBコンソール

• USB大容量ストレージ

•ゼロタッチプロビジョニング（ZTP）

• RS232補助コンソールポート

電源モジュール

ルータは、AC、DC、またはこの両方を組み合わせた電源を1+1冗長構成でサポートします。電源を取り付ける方法の
詳細については、「電源装置の取り付け」のセクションを参照してください。
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表 2 :電源の仕様

DC（A920-PWR400-D）AC（A920-PWR400-A）仕様

DC 18～ 32 Vまたは DC -40～ -72 V

公称：DC 24 V、または DC -48 V、または DC -60
V

85～ 264、公称 AC 100 V、AC 240 V

47 Hz～ 63 Hz、公称 50/60 Hz

入力電圧

375 W（180 W PoE電力）

最大 150 W（PoEなし）

375 W（180 W PoE電力）

最大 150 W（PoEなし）

最大入力電力

〇〇Redundant

〇〇ホットスワッ

プ

〇〇電流共有

2端子ブロックIEC60320、C15スタイルレセプタク
ル

入力コネクタ

この製品は、設置する建物の一部として電力サージ保護機能を必要とします。電磁適合性と安全性に関する

Telcordia GR-1089 NEBS標準に準拠するために、AC電源供給装置に外部 Surge Protective Device（SPD;サージ保
護デバイス）を取り付ける必要があります。

（注）

DCシステムの場合、500 Vより多くのサージが予期される場合は、適切な外部サージ保護デバイスを追加しま
す。

（注）

ルータには 4つのファンで構成される単一のファントレイがあります。このシステムは、最大動作温度 70 °C（1つの
ファンに障害が発生した場合は最大動作温度 65 °C）で動作するように設計されています。ファントレイは現地で交換
可能です。

ライセンス

ルータでは、次のタイプのライセンスがサポートされます。

•ポートライセンス：ポートのアップグレードライセンスが「成長に合わせた投資」モデルとして利用できます。

• 6ポートの 1GEアップグレードライセンス
• 2ポートの 10GEアップグレードライセンス
• 12x1ポート 1GEおよび 4x10GEポートを有効にする一括ライセンス

• Advanced Metro IP Access
• Metro IP Access
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• Metro Access（デフォルト）
•機能ライセンス

前述のライセンスを有効化するには、次の手順に従います。

•シスコソフトウェアライセンシング：シスコソフトウェアライセンスのアクティベーション機能は、有料のシス
コソフトウェアライセンスの取得および検証を行うことにより、シスコのソフトウェア機能セットを有効化する

一連のプロセスとコンポーネントです。

シスコソフトウェアライセンシングによって生成されるライセンスはシャーシのUDIに関連付けられており、
対応するWatchtower Device Certificate（WDC）がシステムに保存されています。

（注）

•シスコスマートライセンシング：スマートライセンシングは使用量ベースのライセンスであり、デバイスがシス
コのセキュアサーバに登録されます。

ルータのラックへの設置

Cisco ASR 920シリーズアグリゲーションサービスルータのそれぞれに、ラックマウントブラケットが付属していま
す。これらのラックマウントブラケットを使用して、EIA-310-D仕様を満たす 19インチラック、23インチラック、
ETSIラックにルータを取り付けることができます。

装置ラックにルータを収容するには、設置用のラックマウントブラケット 2個を使用します。この設置では、ケーブ
ルのためにルータの前面に追加のスペースが確保され、フロントクローズの扉が付いたラックの扉を閉じることができ

ます。

ラックマウントブラケットの取り付けまたは交換については、「ルータをブラケットへ取り付ける」を参照してくだ

さい。

ラックマウントブラケットは、ルータを EIA 1.25インチ（3.175 cm）またはWECO 1.0インチ（2.54 cm）の穴の間隔
があるラックに取り付けることができるように形状調整が施されています。ルータをラックに設置する場合、取り付け

用に EIA 1.75インチ（4.4 cm）の垂直マウントスペース（つまり 1ラックユニット（RU））が 1つ必要です（「ラッ
クへのルータの設置」を参照）。

冷却用の空気が右側から取り込まれ、シャーシ内を循環して、シャーシの反対側にある3個のファン排気口ポー
トから排出されるよう、ルータの両側に空間を確保します。

注意

ここでは、ルータをラックに設置する手順について説明します。ここで説明する手順は、ラックへのルータの水平およ

び垂直取り付けの両方に適用されます。

ルータをブラケットへ取り付ける

19インチラックにルータを取り付けるには、19インチブラケット（部品番号 700-39959-01）を使用します。
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ブラケット設置ネジは、あらかじめルータに設置されています。シャーシのブラケット設置位置によっては、該

当するネジを取り外し、ブラケットを固定してから再度ネジを設置する必要があります。

（注）

ブラケットの詳細については、『Cisco ASR-920-12SZ-IM and ASR-920U-12SZ-IM AggregationServices Router Hardware
Installation Guide』を参照してください。

19インチラック用ブラケットの取り付け

次の図に、19インチラック用ブラケットをルータに取り付ける方法を示します。
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図 5 : 19インチラック用ブラケットの取り付け

フロントマウントの位

置

2フラットヘッドネジ1

リアマウントの位置4ミッドマウントの位

置

3
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ラックへのルータの設置

ルータを装置ラック内に設置するには、以下の手順に従います。

装置ラックにルータを固定するには、各側面に2本の取り付けネジ（付属品）を使用するか、装置ラックにルー
タを設置する各設置場所の慣習に従う必要があります。ラックマウントブラケットがしっかりと留められてい

ることを確認してください。詳細については、『CiscoASR-920-12SZ-IMandASR-920U-12SZ-IMAggregation Services
Router Hardware Installation Guide』の「Attaching Brackets to the Router」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 ルータを設置する装置ラックの位置を確認します。

ステップ 2 障害物がないことを確認し、装置ラックが安定していることを確認します。

ステップ 3 ルータの取り付け穴の位置を確認します。

ステップ 4 ラックマウントブラケットとルータを、4本の #6-32 X 0.25インチのネジ（同梱）を使用して位置決めし
ます。

ステップ 5 ネジ（4箇所）を挿入し、No.2プラスドライバを使用して締めます（各側面）。

ステップ 6 ルータのブラケットの穴をラックの穴に合わせて装置ラックにルータを配置し、4本の #6-32 x 0.25インチ
取り付けネジ（両側に 2つずつ）で固定してください。

ステップ 7 1/4インチのマイナスドライバを使用してネジを締めます（両側）。推奨されている最大トルクは 10イン
チポンドです。

ラックへのルータシャーシの取り付け

ルータをラックに取り付けるときは、十分なエアーフローを確保します。詳細については、『CiscoASR-920-12SZ-IM
and ASR-920U-12SZ-IM Aggregation Services Router Hardware Installation Guide』の「Air Flow Guidelines」を参照し
てください。

（注）

ルータを 19インチの EIAラックに設置する前にケーブルガイドを取り付けます。『Cisco ASR-920-12SZ-IM and
ASR-920U-12SZ-IM Aggregation Services Router Hardware Installation Guide』の「Attaching the Cable Guides」を参照
してください。

（注）

装置ラックにルータシャーシを取り付ける手順は、次のとおりです。

手順
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ステップ 1 次のようにしてラック内のシャーシの位置を決めます。

•シャーシの前部（前面パネル）をラックの手前側にする場合は、シャーシの後部を支柱の間に挿入し
ます。

•シャーシの後部をラックの手前側にする場合は、シャーシの前部を支柱の間に入れます。

ステップ 2 ブラケット（およびオプションのケーブルガイド）の取り付け穴と装置ラックの取り付け穴を合わせま
す。

次の図に、19インチ EIAラックにルータを取り付ける方法を示します。

図 6 : 19インチ EIAラックへのシャーシの取り付け

ステップ 3 M6x12mmの亜鉛メッキスチール製ネジ 4本をブラケットの穴に通し、さらに装置ラックの支柱のネジ穴
に通して取り付けます。

ステップ 4 巻き尺と水準器を使用して、シャーシがまっすぐ水平に取り付けられているかどうかを確認します。

SFPモジュールの装着
次の図に、ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュールを示します。
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ケーブル、ケーブルコネクタ、または SFPモジュールの光インターフェイスが破損する可能性があるため、決
して光ファイバケーブルを取り付けたまま光ファイバ SFPモジュールを着脱しないでください。SFPモジュー
ルを装着する前にすべてのケーブルを外してください。SFPモジュールの着脱によって製品寿命が短くなること
があります。必要な場合以外には、SFPモジュールの着脱を行わないようにしてください。

図 7 :ベールクラスプラッチ付きの SFPモジュール

注意

SFPモジュールをモジュールスロットに挿入するには、次の手順に従います。

手順

ステップ 1 静電気防止用リストストラップを手首に巻き、ストラップの機器側をシャーシの塗装されていない金属面
に取り付けます。

一部の SFPモジュールでは、接続の方向を示す送信（TX）および受信（RX）マーキングまたは矢印でモ
ジュールの上面を識別します。

ステップ 2 使用している SFPモジュールにマーキングがある場合は、モジュールの上面を識別するために使用しま
す。

ステップ 3 SFPモジュールをスロットの開口部前面に合わせます。

ステップ 4 SFPモジュールをスロットに差し込み、モジュールのコネクタがスロットの奥に装着された感触があるま
で押します。
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図 8 : SFPモジュールスロットへの SFPモジュールの取り付け

ケーブル接続の準備が整うまで、光ファイバ SFPモジュールポートのダストプラグや光ファイ
バケーブルのゴム製キャップを外さないでください。これらのプラグおよびキャップは、SFPモ
ジュールポートおよびケーブルを汚れや周辺光から保護する役割を果たします。ダストプラグ

は、後で使用できるように保管しておきます。

注意

ステップ 5 SFPモジュールにケーブルコネクタを差し込みます。

•光ファイバ SFPモジュールの場合、LCケーブルコネクタを SFPモジュールに差し込みます。
• 1000BASE-T SFPモジュールの場合、RJ-45ケーブルコネクタを SFPモジュールに差し込みます。

シャーシのアース接続の取り付け

ルータに電源を接続したり、ルータをオンにしたりする前に、ルータを適切にシャーシアース接続してください。

ここでは、シャーシをアース接続する方法について説明します。アースラグはルータの背面パネルにあります。

アースラグワイヤがファン開口部にかかっていないことを確認します。ヒント
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図 9 :ルータの背面へのアースラグの取り付け

アースラ

グ

1

シャーシアース接続が十分であることを確認するには、次の部品および工具が必要です。

•アース線をルータに接続するための、最大トルクが 15インチポンド（1.69 N-m）のプラスヘッド付きのラチェッ
ト式ドライバ

•アースラグのメーカーによって指定された圧着工具
•アース線用 6 AWG以上の銅線
•使用しているワイヤに適したワイヤストリッパ

ルータに接続する前に、必ず回路ブレーカーの電源を切断してください。そうしないと、深刻な事故やルータの

損傷が発生する場合があります。

注意

感電の危険：このファントレイの保守作業は、訓練を受けた担当者以外は行わないでください。注意

この装置は、アースさせる必要があります。絶対にアース導体を破損させたり、アース線が正しく取り付けられ

ていない装置を稼働させたりしないでください。アースが適切かどうかはっきりしない場合には、電気検査機関

または電気技術者に確認してください。ステートメント 1024

警告

必ず銅の導体を使用してください。ステートメント 1025警告

装置を取り付けるときには、必ずアースを最初に接続し、最後に取り外します。ステートメント 42警告

この装置はアクセス制限区域に取り付けられ、最小 6 AWGの銅製アース線に永続的にアース接続する必要がありま
す。

2ホールラグと対応するマウントポイントを使用してルータをアース接続するには、次の手順を実行します。ほとん
どのキャリアでは、最小で 6 AWGアース接続が必要です。アース接続用のキャリアの要件を確認します。
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手順

ステップ 1 アース線が絶縁されている場合、ワイヤストリッパツールを使用して、アース線を 0.5インチ ± 0.02イン
チ（12.7 mm ± 0.5 mm）むき出しにします。

図 10 :アース線の被覆の除去

ステップ 2 2ホールアースラグの開放端に、アース線の絶縁体を取り除いた部分を差し込みます。

ステップ 3 （アースラグのメーカーによって指定された）圧着工具を使用して、次の図に示すようにアースラグを
アース線に圧着します。

図 11 :アースラグのアース線への圧着

ステップ 4 プラスドライバを使用して、2本の平型プラスヘッドネジで 2ホールアースラグとアース線をルータに
取り付けます。

ステップ 5 アース線の反対側を設置場所の適切なアース位置に接続します。

ファントレイの取り付け

シャーシにファントレイを取り付けるには、次の手順に従ってください。

感電の危険：このファントレイの保守作業は、訓練を受けた担当者以外は行わないでください。注意
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ファントレイを脱着する際は、必ず静電気防止用リストストラップを装着してください。注意

この手順を実行する前に、すべての電源コードを取り外してください。注意

手順

ステップ 1 非脱落型ネジが背面パネルのシャーシの穴と合うように、ファントレイの向きを調整します。次の図を参
照してください。

図 12 :シャーシへのファントレイの取り付け

ステップ 2 電源コネクタがバックプレーンに装着され、非脱落型ネジがシャーシに当たるまで、ファンアセンブリを
シャーシに押し込みます。

ステップ 3 マイナスドライバまたは No.2プラスドライバを使用して、非脱落型ネジを締めます。
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インターフェイスモジュールの取り付け

インターフェイスモジュールを挿入する前に、シャーシがアース接続されていることを確認します。注意

手順

ステップ 1 インターフェイスモジュールを挿入する際は、ルータスロットの上端と下端の間にインターフェイスモ
ジュールのエッジを慎重に合わせます。

ステップ 2 インターフェイスモジュールがバックプレーンに触れるまで、ルータスロットにインターフェイスモ
ジュールを慎重にスライドします。

ステップ 3 インターフェイスモジュールの両側の取り付けネジを締めて固定します。推奨される最大トルクは 5.5イ
ンチポンド（.62 N-m）です。

ステップ 4 各インターフェイスモジュールにすべてのケーブルを接続します。

DC電源モジュールの取り付け
この機器は、ネットワークテレコミュニケーション施設や NECが適用される場所での設置に適しています。

この装置は、共通ボンディング網（CBN）を使用する取り付けに適しています。

この製品のアースアーキテクチャは、DC電源製品の DC絶縁（DC-I）です。DC電源製品の公称動作 DC電圧は 48
VDCです。

電源モジュールを取り付けるには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 システムアースが接続されていることを確認します。次の図を参照してください。

ステップ 2 必要な場合は、シャーシの電源装置ベイの非脱落型ネジを緩めて、ブランク電源装置フィラープレートを
シャーシの電源装置から取り外します。

ステップ 3 取り付ける電源装置とつながるDC回路への電源がオフになっていることを確認します。DC回路の電源を
確実に遮断するには、DC回路に対応している回路ブレーカーを OFFの位置に切り替え、回路ブレーカー
のスイッチを OFFの位置のままでテープで固定します。

ステップ 4 片手で電源装置のハンドルを持ちます。もう一方の手を電源装置の下に添えます。滑らせるようにして電
源装置を電源装置ベイに入れます。電源装置がベイに完全に装着されていることを確認します

ステップ 5 電源装置の非脱落型ネジを締めます。推奨される最大トルクは 5.5インチポンド（.0.62 N-m）です。
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図 13 : DC電源モジュールの取り付け

DC電源モジュールの有効化

DC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 回路ブレーカーのルータハンドルからテープを取り除き、回路ブレーカーのルータハンドルをオン（|）
の位置にして電源を再投入します。

ステップ 2 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源の動作を確
認します。

ステップ 3 LEDが電源に問題のあることを示した場合は、「トラブルシューティング」を参照してください。

ステップ 4 冗長 DC電源を接続している場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。
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冗長 DC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各電源は別の
電源ソースに接続してください。

（注）

AC電源ケーブルの取り付け
電源スロットに AC電源ケーブルを取り付けるには、以下の手順に従います。

手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードをタイ [1]の中に差し込み、次の図の [2]に示すように電源コードのまわりをタイで固定しま
す。

図 14 : AC電源コードへのタイおよびクリップの取り付け
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AC電源モジュールの有効化

AC電源をアクティブにするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 電源モジュールに電源コードを差し込みます。

ステップ 2 電源コードのもう一方の端を AC入力電源に接続します。

ステップ 3 各電源の前面パネル LED（PS0または PS1）がグリーンになっているかどうかを調べて、電源の動作を確
認します。

ステップ 4 LEDに電源の問題が表示された場合は、「トラブルシューティング」でトラブルシューティング情報を参
照してください。

ステップ 5 冗長 AC電源を接続している場合は、2番目の電源に対してこの手順を繰り返します。

冗長 AC電源を接続している場合は、電源障害の発生時の電力損失を防ぐために、各電源は別の
電源ソースに接続してください。

（注）

コンソールケーブルの接続

ここでは、コンソールケーブルを使用したルータへの接続方法を説明します。

Microsoft Windowsを使用した USBシリアルポートへの接続

ここでは、Microsoft Windowsを使用して USBシリアルポートに接続する方法を示します。

USBシリアルポートに接続したUSBコンソールケーブルを使用してルータと PCの間に物理接続を確立する前
に、USBデバイスドライバをインストールします。そうしないと、接続は失敗します。詳細については、『Cisco
ASR-920-12SZ-IM and ASR-920U-12SZ-IM Aggregation Services Router Hardware Installation Guide』の「Installing the
Cisco USB Device Driver」を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 USBコンソールポートに USBタイプ A/タイプ Aケーブルを接続します。Windowsベースの PCで初めて
USBシリアルポートを使用する場合、次の項の指示に従ってすぐに USBドライバをインストールしてく
ださい。

USBポートと EIAポートは同時に使用できません。USBポートを使用する場合、このポートは
EIAポートよりも優先されます。

（注）

ステップ 2 PCに USBタイプ Aケーブルを接続します。
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ステップ 3 ルータと通信するには、Microsoft Windows HyperTerminalなどのターミナルエミュレータアプリケーショ
ンを起動します。次のパラメータを使用してこのソフトウェアを設定します。

• 9600ボー
• 8データビット
•パリティなし
• 1ストップビット
•フロー制御なし

USBフラッシュデバイスの接続
ルータに USBフラッシュデバイスを接続するには、USB MEMというラベルが付いた USBポートにメモリスティッ
クを挿入します。フラッシュメモリモジュールは決まった方向にだけ差し込むことができます。また、ルータの電源

が入っているかどうかに関係なく、いつでも取り付けや取り外しが可能です。

次の図に、Cisco ASR 920シリーズルータの USBポートコネクタを示します。

図 15 :フラッシュトークンメモリスティック

起動時のルータの設定

ここでは、ルータの基本実行コンフィギュレーションを作成する方法を説明します。

ルータの設定を完了するためには、あらかじめシステム管理者から正しいネットワークアドレスを入手するか、

システム管理者にネットワーク計画を知らせて、アドレスが正しいかどうかを確認する必要があります。

（注）

設定プロセスを進める前に、showversionコマンドを入力して、ルータの現在の状態を確認します。コマンドを実行す
ると、ルータで使用できる Cisco IOSソフトウェアのバージョン番号が表示されます。

コンフィギュレーションを作成してから変更する方法については、Cisco IOSのコンフィギュレーションおよび『Cisco
IOS Master Command List, All Releases』を参照してください。

Cisco ASR 920シリーズルータをコンソールから設定するには、端末またはターミナルサーバを Cisco ASR 920シリー
ズルータのコンソールポートに接続する必要があります。管理イーサネットポートを使用してルータを設定するに

は、ルータの IPアドレスが必要です。
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コンソールを使用して CLIにアクセスする方法
コンソールを使用してコマンドラインインターフェイスにアクセスする手順は、次のとおりです。

手順

ステップ 1 システムの起動中にプロンプトに対して「No」と入力します。

例：

--- System Configuration Dialog ---
Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no]: no

ステップ 2 Returnキーを押して、ユーザ EXECモードを開始します。

次のプロンプトが表示されます。

例：

Router>

ステップ 3 ユーザ EXECモードで、次のように enableコマンドを入力します。

例：

Router> enable

ステップ 4 次の例に示すように、パスワードプロンプトにシステムパスワードを入力します。システムに有効なパス
ワードが設定されていない場合、この手順は省略できます。

例：

Password: enablepass

パスワードが許可されると、以下の特権 EXECモードプロンプトが表示されます。

例：

Router#

これで、特権 EXECモードで CLIにアクセスできるようになりました。必要に応じて、コマンドを入力
し、必要な作業を完了できます。

ステップ 5 コンソールセッションを終了するには、次のように quitコマンドを入力します。

例：

Router# quit
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グローバルパラメータの設定

セットアッププログラムの初回起動時に、グローバルパラメータを設定します。これらのパラメータはシステム全体

の設定を制御するために使用します。次の手順を実行して、グローバルパラメータを入力してください。

手順

ステップ 1 コンソール端末をコンソールポートに接続して、ルータを起動します。コンソール端末への接続の詳細に
ついては、「コンソールケーブルの接続」のセクションを参照してください。

ステップ 2 コンフィギュレーションスクリプトの最初の部分は、システムの初回起動時にだけ表示されます。次回以
降のセットアップ機能の使用時には、次の例のようにシステム設定ダイアログでスクリプトが開始されま

す。初期設定ダイアログを開始するかどうかを確認するプロンプトが表示されたら、yesと入力します。

例：

Would you like to enter the initial configuration dialog? [yes/no] yes
At any point you may enter a question mark '?' for help.
Use ctrl-c to abort configuration dialog at any prompt.
Default settings are in square brackets '[]'.
Basic management setup configures only enough connectivity for management of the system, extended
setup will ask you to configure each interface on the system.

基本管理セットアップでは、システム管理用の接続だけが設定されます。拡張セットアップでは、システ

ムの各インターフェイスも設定する必要があります。

実行コンフィギュレーションの設定値の確認

入力した設定値を確認するには、Router#プロンプトで show running-configコマンドを入力します。

Router# show running-config

コンフィギュレーションへの変更を確認するには、ユーザ EXECモードで show startup-configコマンドを使用して変
更内容を表示し、copy run-startコマンドを使用して NVRAMに保存します。

NVRAMへの実行コンフィギュレーションの保存
コンフィギュレーションまたはスタートアップコンフィギュレーションへの変更を NVRAMに保存するには、次のよ
うにプロンプトに対して copy running-config startup-configコマンドを入力します。

Router# copy running-config startup-config

このコマンドを使用すると、設定モードおよびセットアップ機能を使用してルータに作成した設定が保存されます。こ

の作業を行わないと、設定は失われ、次回のルータのリロード時に使用できなくなります。
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ルータの安全な電源切断

ここでは、ルータのシャットダウン方法を説明します。シャーシのすべての電源を切る前に、reloadコマンドを発行す
ることを推奨します。これにより、オペレーティングシステムによってすべてのファイルシステムがクリーンアップ

されます。リロード処理が完了したら、ルータの電源を安全に切断できます。

ルータの電源を安全に切断するには、次のようにします。

手順

ステップ 1 アクセサリキットに含まれている静電気防止用リストストラップを身に付けます。

ステップ 2 reload コマンドを入力します。

ステップ 3 reloadコマンドを確認します。

例：

Rmcp-6ru-1#reload
Proceed with reload? [confirm]
Aug 17 00:06:47.051 R0/0: %PMAN-5-EXITACTION: Process manager is exiting: prs exit with reload
chassis code

ステップ 4 reloadコマンドを確認したあと、システムブートストラップメッセージが表示されるまで、システムの電
源を切らずに待機します。

例：

System Bootstrap, Version 15.4(3)S1, RELEASE SOFTWARE (fc1)
Technical Support: http://www.cisco.com/techsupport
Copyright (c) 2012 by cisco Systems, Inc.
Current image running: Boot ROM0
Last reset cause: RSP-Board
UEA platform with 2097152 Kbytes of main memory

ステップ 5 CiscoASR920-24SZ-IM、ASR-920-24SZ-M、ASR-920-24TZ-Mルータから電源ケーブルを取り外します（電
源ケーブルが接続されている場合）。

•回路ブレーカースイッチの付いた電源の場合は、スイッチをオフ（O）の位置に切り替えます。
•スタンバイスイッチの付いた電源の場合は、スタンバイスイッチをスタンバイ位置に切り替えます。

ルータの電源をオフにしたのち、再度電源をオンにするまで、30秒以上間隔をあけてください。（注）

関連資料

• Cisco ASR 920および ASR 920Uアグリゲーションサービスルータハードウェア設置ガイドは、次の URLで参照
できます。https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/routers/asr920/hardware/installation/guide-12sz-im/b-asr-920-12-SZ-IM.html

•サポートされているソフトウェア機能のドキュメントは、次のURLで参照できます。https://www.cisco.com/c/en/us/
support/routers/asr-920-series-aggregation-services-router/products-installation-and-configuration-guides-list.html
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